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⼤学教育再⽣加速プログラム（AP）
Acceleration Program for University Education Rebuilding : AP 事業期間：2015年度〜2019年度

【取組の概要】

テーマⅣ 「⻑期学外学修プログラム（ギャップイヤー）」

津田塾大学 学外学修を通じた女性のエンパワーメント：ギャップターム導入と
自主的な学外学修の展開による教育の質的転換

【取組 要】

【取組のポイント】

本取組は、本学が培った女子リベラルアーツ教育の伝統を2012年の中央教育審議会答申が求める「大学教育の質的転換」に重ね合わせ、
留学、インターンシップやボランティア等の学外学修の機会をより多くの学生に与え、それら広義の社会体験活動と学内学修との間のシナジー
効果により、学びを通じた女性のエンパワーメント・女性による社会のエンパワーメントのさらなる促進をその目的とする。長期（１か月以上）学外
学修の制度化および学年暦（学事暦）の見直し（ギャップターム導入）を軸とする本取組は、女性のエンパワーメントをより強化・加速させ、このよ
うな教育環境で育った学生たちは、本学がこれまで社会の様々なセクターに送り出してきた人材同様、卒業後、自立した女性として地域社会・
日本社会、ひいては国際社会のエンパワーメントに必ずや寄与するであろう。

【取組のポイント】

【キーワード】

 クォーター制（４ターム制）の導入による学事暦改革

 学生の自主性を重視した長期学外学修制度の導入

 学外学修センター新設による支援体制の強化

【 】

「ギャップターム」、「女性のエンパワーメント」、「インデペンデントスタディ」

【人材育成目標】

津田塾大学は、「女性が真の意味で実力を発揮できる教育を展開

する」という創立者津田梅子の想いを継承し、「専門知識と幅広い視

野を身につけ、自立して社会に貢献できる” all-roundな女性”を育成

する」という建学の精神に根差し、生涯にわたって社会に貢献できる

験も単位認定の対象とした。科目整備に伴い、事前事後学習や学

生たちの成長を測るための指標「学外学修コンパス」も開発し、実習

のみにとどまらない体系的な学びのサイクルを構築した。第三に、

「学外学修センター」を新設し、学外学修を支援する専門人材を配

置し、受け入れ組織との調整や新規プログラムの開発などを行い、

女性を養成している。2017年度には”Tsuda Vision 2030”を策定し、

「変革を担う、女性であること」を教育モットーとして掲げた。2017年度

に学事暦を全学的に改定し、ギャップタームを設けて学生たちがキャ

ンパスをこえて自主的に学ぶことを推進している。

【教育上の課題】

これまでも、本学の学生たちは学外で学ぶことに熱心であったが、そ

れはあくまでも学生たちの自発的な努力によるものであり、大学として

多くの学生たちが学外学修に参加できる仕組みを整えた。

＜実績・成果＞

• ４ターム制への完全移行と学外学修制度の整備。南カリフォ

ルニア大学、ユトレヒト大学、ブリティッシュコロンビア大学等の

海外大学との連携も推進

• 年間250人を超える学生が長短期の学外学修に参加。うち約

60人が21か国・地域で学外学修活動を行った。（2017年度）
体系的に支援することはしていなかった。他方、学生に対するアン

ケート結果では、「ボランティア活動等学外での活動も単位認定してほ

しい」との要望が挙がっていた。また、多くの学生が海外での学びに関

心が高く、できる限り長期にわたって海外で学ぶ時間を確保する必要

があった。

以上の課題を解決するため、抜本的に学事暦を見直し、海外で開

講されているサマープログラムに参加ができるよう６月中旬から必修科

目を置かないタームを設けると同時に 自主的な学びを推奨する「イ

60人が21か国 地域で学外学修活動を行った。（2017年度）

• 学生自らが企画した計画が予想を大幅に上回り、年間7２件

あった。（2017年度）

【今後の取組の計画】

＜取組の計画＞

本事業を契機として学生に浸透した学外学修の活動を、今後以下

の視点を持って拡充していく。
目を置かないタームを設けると同時に、自主的な学びを推奨する「イ

ンデペンデントスタディ」科目、入学直後から将来の進路について考え

るための「インターンシップ」科目、社会奉仕を学ぶ「サービスラーニン

グ」科目を設置し、大学として学生たちの自発的な取組を後押しする

ための体制を整えることとなった。

【これまでの取組、実績・成果】

＜取組＞

１） 学内での学びと学外学修の相互作用を強化

本事業を展開するにあたり、学内での学びとの関連性を「予習として

の学外学修」、「補完としての学外学修」、「応用としての学外学修」、

「卒業に備えるための学外学修」と四分類したが、今後は各分類を精

緻化し、学外学修との関連を深化させるために学内のカリキュラムの

改革も検討する。

２） 学生の自主的取組の強化と増加

本事業の実施によって本学学生の自主的な取組に期待できること
これまでの取組は、以下３点にまとめられる。

まず第一に、2017年度から全学的に学事暦を改定し、長期の学外学

修が可能となるギャップタームを導入した。第二に，学外学修関連の

科目として「インデペンデントスタディ」と「サービスラーニング」を新設し、

これまでは官公庁でのインターンシップのみを対象としていた「インター

ンシップ」科目を改定し、国内外における民間企業やNPOでの就労体

本事業の実施によって本学学生の自主的な取組に期待できること

は明らかになったが、今後学生による自主的な取組が増進されるよう

な仕組みを開発していくと同時に、学外学修未経験者が、今後参加

する意欲を持つような仕組みを考案していく。
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【本取組における成果と社会へのインパクト】

 学事暦改定が学生の学びに与える好影響の可視化

学事暦の改定が学生の主体的学びを促進する事例を提示し、

日本における学事暦の柔軟化の推進が期待できる

 自立した女性人材の輩出

【本取組の質を保証する仕組み】

学外学修センターを設置し、専門知識を有する教員を配置すること

で効果的な学外学修の開発を可能としている。

また、「学外学修コンパス」を導入し、学生の自己成長の可視化を図

り 学内と学外学修 関連性 明確化 事前事後学習 指導を通 自立した女性人材の輩出

卒業後に公的機関、民間企業、非営利組織でリーダーシップを

発揮する女性を育成し、女性の地位向上が期待できる

 インターンシップ／PBL研修を通じた学外組織との連携の深化

と事例共有

昨今注目されているインターンシップやPBL(課題解決型学修）

の成功事例を共有し、民間企業・大学間連携の促進が期待で

きる

り、学内と学外学修の関連性の明確化、事前事後学習での指導を通

じて体験にとどまらない体系的な学修プロセスを構築していると同時に、

学生たちの傾向や経年変化を定量的に検証することで、制度の点検

や改善が可能となっている。同時に、学外学修センターの取組を評価

するための「内部評価」及び「外部評価」を実施し、学内関係者及び

学外の有識者から客観的な意見を得ることで、センターによる取組の

定期的な検証や改善が図れる環境を整えている。外部評価は本学

ウェブサイトで公開している。

本取組は、本学が培った女子リベラルアーツ教育の伝統を、２０１２年の中央教育審議会答申が求める「大
学教育の質的転換」に重ね合わせ、留学、インターンシップやボランティア等の学外学修の機会をより多くの
学生に与えようというものである。

リベラルア ツ教育の中に学外学修活動をバランスよく取り入れ その相乗効果をマキシマイズし かつそ

ウ サイトで公開して る。

http://www.tsuda.ac.jp/education/support/hak1k3000000cuz1.html

リベラルアーツ教育の中に学外学修活動をバランスよく取り入れ、その相乗効果をマキシマイズし、かつそ
れをより多くの学生が享受できるようにすべく、以下の改革事業を段階的に実施する。

津田Vision2030
―変革を担う、女性であること―

学年暦見直し
クォーター制によるギャップタームにより
長期の学外活動や海外での活動を可能に

2017‐

ポンチ絵

長期の学外活動や海外での活動を可能に

学外学修センター設置
Off-Campus Learning Center
学外学修活動への組織的サポート、学外学修情報の蓄積・共有、
学外学修関連サービス・業務の集約

2016‐

カリキュラム改善
「インターンシップ」、「サービスラーニング」、「インデペンデントスタディ」
学生の自主性を尊重しつつ、学びの質を保証するシステムを構築し単位認定

2017‐

2015年度事業開始時点
多様で特色のある学外学修活動が行われ、
支援制度も存在するが、以下の問題があった。
・ 学年暦の制約により長期の学外学修活動が困難
・ 参加する学生が一部の学生に限られている
・ 組織的なサポートが不十分
・ サービスや業務が多くの部署に分散
・ 単位認定する仕組みが不十分

目標値（表を作成）

【事業の成果】
2015年度

（起点）

2017年度

（実績）

2019年度

（目標）

本取組は、現在本学が進めている「リベラ
ルアーツ」の現代化に寄与しうるものであり、
学生にキャンパス内で学ぶ学問の境界を
超えた広い教養を身に付けさせることで、
学生の新たな思考力と創造力の育成を
推進し、学内学修が育む高い専門性との目標値（表を作成）

長期学外学修プログラムに参加
する学生の割合

0% 6.9% 25%

学生が企画する活動数 0件 72件 20件

推進し、学内学修が育む高 専門性との
シナジー効果を生み出す。加えて、学外
学修により高められる主体性を原動力に、
自立した女性として、ゼミ、サークル活動、
ひいては地域社会、日本社会、国際社会
のエンパワーメントに寄与しうる女性の育
成を実現する。
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